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有機分子やナノカーボン材料を構成する炭素骨格は、多様な結合様式（sp, sp2, sp3 軌道）に由来して、
特異な電子構造を有するが、特に近年、単層カーボンナノチューブ（SWNT）やグラフェンなどのいわ
ゆるナノカーボン材料（図 1(a) (b) 参照）は、バリスティック伝導やディラック粒子性など、その低次
元構造に起因する特異な電子物性を示すことから、基礎・応用の両面から精力的に研究が進められてい









（FM-KFM）および各点AFMポテンショメトリー（P-AFMP:  Point-by-point AFM Potentiometry）
を新たに開発し、動作状態の CN-FET のチャネル電子状態を直接計測することに成功した。図 2に、
P-AFMP による SWNTチャネル電位の測定例を示す。用いた試料は、チャネル長 300 nm の p 型の


















(a) カーボンナノチューブ．左 : armchair 構造，右 : zigzag構造．(b) グラフェンシート．(c) CN-FETの模式図．


















図 3  (a) 金表面上の銅フタロシアニン分子の高分解能 FM-AFM像（超高真空中）．(b) タンパク質分子
の自己組織的な構造形成（フォールディング）を促進する機能をもつ，環状の分子シャペロン（GroEL）
のモデル図．(c) 生理環境溶液中における個々のGroEL 分子の FM-AFM像．左図は分子下部のハーフ
ユニット面（赤道面）のAFM像．右図はGroEL 上部の AFM像に相当する．それぞれの図の右下の正
方図は、対応する分子モデル図を表す .

















の電気特性に与える極薄 PMMA層（膜厚 8 nm）の
効果を図 6に示す。通常、ペンタセンOTFTは、図
6(a) に示すp チャネル動作（VG < 0 V かつVD < 0 V）
しか示さないが、図 5(a) の素子構造では、真空中で
はあるが、 n チャネル動作条件下（VG > 0 V かつ VD 



























































図 9　（左図）今後予想される自動車産業の変革 . （右図）将来のエネルギー・スマート・ステーション
の概念図 .
